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宮古駅前再開発の準備

宮古駅前ににぎわいを宮古駅前ににぎわいを

宮古駅前再開発の準備に着手
キャトル跡地活用の調査に着手

　「友達とよく　「友達とよく

キャトルを訪れキャトルを訪れ

ていました。服ていました。服

屋やレストラン屋やレストラン

がある、若者のがある、若者の

集いの場になっ集いの場になっ

てほしいです」てほしいです」

　持続可能なまちの実現に向け、

立地適正化計画を策定します。

　また、同計画の策定に併せ、キャ

トル跡地活用に係る基礎調査を行

います。

１,１６６万円１,１６６万円（都市計画課）（都市計画課）

①立地適正化計画を策定 ②キャトル跡地の基礎調査

　コンパクトシティ・プラス・ネット

ワークのまちづくりを進める

◆地域の拠点性を高める

◆各拠点を公共交通で結ぶ

　宮古駅周辺が、よりにぎわうよう、

キャトル跡地の活用を目的とした基

礎調査を実施

➡“人が集まる場所”に！

①②を同時進行！

重点事業

インタビューインタビュー

湊悠誠さん（宮古水湊悠誠さん（宮古水
産高校２年）産高校２年）
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地域産業の再興

地域産業を元気に！地域産業を元気に！

　農・林・漁業の担い手確保の

ための支援を行います。

　陸上で、ウニ・ナマコ・ホシ

ガレイを陸上で複合的に養殖

し、出荷します。

農・林・漁業を始める方を支援
ウニ・ナマコ・ホシガレイを陸上養殖

■各種支援金額

　「漁業体験を経　「漁業体験を経

て、漁師として修て、漁師として修

行中です。大変行中です。大変

な分、やりがいがな分、やりがいが

あり、支援金制度あり、支援金制度

に、生活面で助に、生活面で助

けられています」けられています」

●陸上に水槽を設置

●ウニ・ナマコ・ホシガレイの

養殖および出荷を実施

➡事業化の可能性を調査

【実施場所】

　田老、重茂地区を想定

５，１７９万円５，１７９万円（農林課・水産課）（農林課・水産課）

２，３７６万円２，３７６万円（水産課）（水産課）

農・林・漁業を始める方、

始めたばかりの方へ支援金を支給

陸上複合養殖・出荷

　　　　➡事業化の可能性を探る

松原優人さん（20、松原優人さん（20、
山口）山口）

交付額 対象者

研修支援金

１人あたり

月額12万５千円

（最長２年間）

60歳未満の新規就

業希望者

研修時

家賃助成金

家賃月額の２分の１

（上限月額３万

円、最長２年間）

Ｉターン者

施設等

整備支援金

施設、機械などの

購入費の３分の２

（上限100万円）

上記「研修支援金」

を利用し、独立し

てから３年目まで

（申請は１回のみ）

ホシガレイナマコ ウニ

重点事業

インタビューインタビュー




